
青年農業者組織の活性化

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

留萌農業改良普及センター本所

～ファーマーズトークinRUMOIで４Ｈ連協の活動がパワーアップ～

対象：留萌管内４Ｈクラブ連絡協議会
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活動年次：令和３年

＜多様な担い手が参加する地域づくり活動＞

①「ファーマーズトークinRUMOI」の内容協議

「自分たちがやりたいこと・知りたいこと」を企画に盛り込んだ。

留萌管内青年農業者会議の開催存続
の危機
・４Ｈクラブ連絡協議会会員の減少
・発表課題数の減少

「ファーマーズトークinRUMOI」に改名
青年農業者が日頃行っている取り組み
を発表し、先輩農業者が助言する交流
の場に変更

４Ｈクラブ連絡協議会の行事へ積極的な参加を推進

②「ファーマーズトークinRUMOI」開催に向けた準備（役割分担）

普及センターでは振興局と連携し自主的な運営につながるよう支援

発表数が増加

マンネリ化を防止したい 盛り上がるためにはどうしたらよいか



４ 今後の活動 ***************************************************************
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４Ｈクラブ連絡協議会の活動支援を継続する。
４Ｈクラブを含めた若手農業者の育成支援体制づくりに向けて関係機関と連携する。

収穫期間を通し一定

＜多様な担い手が参加する地域づくり活動＞

＜北海道青年農業者会議・全国青年農業者会議で発表＞

ファーマーズトークinRUMOI・交流研修会が盛り上がり、自信につながった！

３ 活動の成果 ***************************************************************

＜自分たちが「やりたいこと」を全て盛り込んで行事を企画運営＞

＜遠別農業高校との連携強化＞

組織の活性化が青年個々の意欲向上につながっている！

遠別農業高校とプロジェクトや取り組みの共有に向けて
協議中

出席者の98％が
満足～やや満足

北海道青年農業者会議アグリメッセージ
部門で最優秀賞受賞

全国青年農業者会議の意見発表部門で
「農林水産大臣賞」受賞４Ｈクラブ連絡協議会 秋山会長

ファーマーズトークinRUMOI
を契機に４Ｈクラブ連絡協
議会に１名加入


